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Akebono衛星による衛星電位-電子密度特性の調査

Investigation of relationship between spacecraft potential and electron
density by AKEBONO satellite
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本研究では，1989年5月から1990年8月の期間において，AKEBONO衛星によって観測された衛
星電位とプラズマ波動から推定された電子密度を用いて両者の関係を調査した．その結果，これ
まで，ISEE衛星やGEOTAIL衛星などで報告されているような良い相関が，AKEBONO衛星軌
道，特に電子密度が100～104cm-3となっている領域においてもあることが分かった．また，得ら
れた衛星電位－電子密度特性に対して衛星電位－電子密度特性を表す関係式を導出した．これに
よりプラズマ波動や粒子観測から電子密度を求めることが困難な領域でも電子密度を推定するこ
とが可能となった．
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